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じねんじょ会の採袋会への参加が少なく、不まじめで進

歩がない私ですが、会員歴は比較的長いので尾崎先生にた

くさんご緒等をいただきました。特に印象に我らているの

は津南町の植物調査です。穴藤には町の天然記念物「メグ

スリノキ」があるという話をお聞きして山の方へ入って行

くと、大分登った山の斜面に大木がありました。メグスリ

ノ辛がこんなに大きくなるものかと抱きました。目通り幹

周1．5mのコパウチワカエデや樋齢推定300～350年のヤシ

オモミジなど巨木の話をお聞きし、津南には珍しい巨木が

いたる所にあることを知りました。小松原湿原へ行った喝

は、きれいな湿原に目を見張りながら、拉原栂物を教えて

いただきました争ただ、私のレベルが低くご指導を受ける

に至っていないことと教えていただいてもすぐに忘れてし

まうので申し訳なく思っております。そのため残念ながら、

ここでも植物のことが詳しく省けません。

津南では先生は車の上から写真を掘られたり、以前から

津南町のことを隈如く調べられているご様子で、熟の入れ

方が一通りでないと感じました。後で立派な「津南の自然・

植物綜」が出版されたのを拝見して、先生や牧野さんを初

めじねんじょ全局の方々が長年にわたり調査を続けられて

いた事を知り、研究に対する逆さを感じました。その他、風

穴の植物や町のシンボルの「フジキ」、古代米などを教えて

いただきました。虫後の夜は、真っ暗な温泉に入り熊汁を

食べ充実した合宿になりました。

黒川村宮下の調査では、初めにカエデ顆や林の中の植物

を教えていただき、私と学生さんが組んで樹木の枝莞の広

がりを調べました。空を見上げて枝葉が根元から東西南北

に何m伸びているか計卸して、繁茂の様子を図面に記録し

ました。初めは困難な仕事に思えましたが、学生さんが要

領よく記入してくれて順調に調査が進むので張り合いが出

て夢中になりました。昼食の時は、

奥様お手製の料理やビールを御馳走

になりピクニック気分に浸りました。

これにも尾崎先生の温かい心退いと

にこやかな笑顔があって、ほのぼの

とした如、出です。

新津の秋葉神社の石段脇にあったク

リスマスホーリー（輸入の園芸もの）

を持って行ったときは、わざわざ調

べてくださり‘50年サカタ種苗が「紅

千鳥」という名前で発売したマルバ

ヒイラギモチであることを数えてく

ださいました。雄株もある苗とのお

話がありましたので、よく調べたら

薮の中に雄株が醇認できました。

採集会では菅笠などのじねんじょス

タイルを崩さない先生ですが、おし

ゃれでセンスの良さをいっも感じま

す。奥様と何度も外国へ行かれるな

ど、人生を楽しまれる生き方に魅か

れます。

新津の中野邸にはモミジが多くあり

ますので、ぜひお出掛けください。

分類などの学術的なことも大切でし

ょうが、モミジなどの植物に関する

楽しい議をお聞きしたいと思ってい

ます。

いつまでも、お元気でご指導くださ

いますようお願いいたします。




